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神戸市敬老優待乗車制度実施要綱 

 

 令和６年４月１日 改正 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この要綱は、敬老優待乗車制度（敬老優待乗車証（以下「敬老パス」という。）交付事

業及び高頻度利用者対策事業）を実施することにより、高齢者の社会参加の促進と移動支援を

行い、もって高齢者福祉の増進に寄与することを目的とする。 

（対象者） 

第２条 対象者は、神戸市内に住所を有する満７０歳以上の者とする。 

（申請同意） 

第３条 対象者で、敬老優待乗車制度を利用しようとする者は、別に定める様式により、申請及

び乗車実績情報の提供等に関する同意を行わなければならない。 

（異動の届出） 

第４条 前条に定める申請等を行なった者（以下「申請者」という。）は、申請等の内容に異動

が生じた場合は、届出を行なうものとする。 

 

第２章 敬老優待乗車証交付事業 

（事業内容） 

第５条 敬老パスは、駅等に設置されている現金積増機能を有する機器で入金（以下「チャー

ジ」という。）できる機能を有する。 

２ 敬老パスは、敬老パスに搭載したＩＣチップの機能を活用することで、チャージされた残額

の範囲で、株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩ（以下「スルッと」という。）とＩＣ決済サービス

「ＰｉＴａＰａ」に関する契約を有する交通事業者及びスルッとと相互利用契約を有する交通

事業者（以下「ＰｉＴａＰａ利用可能交通事業者」という。）が運営する輸送機関を利用でき

る機能（以下「プリペイド機能」という。）を有するものとする。 

３ 敬老パスは、プリペイド機能を活用することで、市が優待乗車に関する協定を締結する交通

事業者（以下「優待事業者」という。）が提供する優待乗車サービス（以下「優待乗車サービ

ス」という。）を利用できる機能を有する。 

４ 前項に定める優待乗車サービスの内容は、優待事業者と締結する協定等により定める。 

（交付） 

第６条 第３条に定める申請等を受理した場合、申請者に対し敬老パスを交付するものとする。 

２ 前項に定める敬老パスの交付は、申請書等を受理した後、原則として２ヶ月以内に行なうも

のとする。 
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（使用） 

第７条 敬老パスは、敬老パスの券面に記載された記名人本人（以下「記名人」という。）のみ

使用することができる。 

（有効期限） 

第８条 敬老パスの有効期限は、券面に記載のとおりとする。 

（更新）  

第９条 敬老パスは、有効期間中に更新するものとし、別に定める方法により、その手続きを行

なうものとする。 

（紛失・盗難等） 

第１０条 記名人は、紛失、盗難、災害等により敬老パスをなくした場合は、速やかにその旨を

スルッとに届出なければならない。 

（再交付） 

第１１条 次の各号のいずれかに該当する場合、記名人からの申請により、敬老パスの再交付を

行なうことができる。ただし、第１号又は第２号による場合、記名人は、申請前に前条の届出

を行い、スルッとより関係書類の交付を受けなければならない。 

（１）紛失により敬老パスをなくした場合 

（２）盗難、災害等により敬老パスをなくした場合 

（３）破損、汚損等により敬老パスが使用できなくなった場合 

（４）ＩＣチップの不良により敬老パスが使用できなくなった場合 

（５）婚姻等の理由により敬老パスに記載する氏名変更等を行う場合 

２ 第１項第２号又は第４号により再交付を行なう場合、再交付までの期間に限り、敬老パスに

準じた利用ができる特別乗車証を交付することができる。 

（無効措置等） 

第１２条 次の各号、又は第１６条のいずれかに該当した場合、直ちに敬老パスの無効措置を講

じ、敬老パスの返還を求めることができる。 

（１）記名人が、対象者の要件に該当しなくなったとき 

（２）記名人が、敬老パスが不要になったとき 

（３）敬老パスが、複製、改ざん、加工、複写等されたとき 

（４）敬老パス（複製等含む）が、不正に使用され又は使用されようとしたとき 

（５）敬老パス（複製等含む）が、第三者に不正な目的で貸与又は譲渡したとき 

 

２ 敬老パス（複製等含む）が、ＰｉＴａＰａ利用可能交通事業者が定める旅客営業規則及び運

送約款等に違反して、不正に使用され又は使用されようとしたとき、当該交通事業者は、敬老

パス（複製等含む）を無効として回収することができる。 
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（払戻し） 

第１３条 記名人又はその代理人は、スルッとの定めるところにより、スルッとより、敬老パス

にチャージされた残額について、払戻しを受けることができる。 

２ 前項に定める払戻しに係る手続きは、別に定めるところによる。 

 

第３章 高頻度利用者対策事業 

（事業内容） 

第１４条 敬老パスの交付を受けた記名人のうち、希望する者は、優待事業者が発行する特定の

定期券を定価の半額で購入できる。 

（使用） 

第１５条 前条に定める特定の定期券（以下「割引定期券」という。）は、当該割引定期券を購

入した者（以下「定期券購入者」という。）のみ使用することができる。 

２ 割引定期券の購入及び使用の際は、敬老パスを携帯することとし、優待事業者等から求めら

れたときは、敬老パスを提示しなければならない。 

（使用停止） 

第１６条 次の各号又は第１２条のいずれかに該当した場合、直ちに割引定期券及び割引購入券

の無効措置を講じ、割引定期券の返還を求めることができる。 

（１）定期券購入者が、対象者の要件に該当しなくなったとき 

（２）定期券購入者が、割引定期券が不要になったとき 

（３）割引定期券が、複製、改ざん、加工、複写等されたとき 

（４）割引定期券（複製等含む）が、不正に使用され又は使用されようとしたと  

   き 

（５）割引定期券（複製等含む）が、第三者に不正な目的で貸与又は譲渡したとき 

２ 割引定期券が、優待事業者が定める旅客営業規則及び運送約款等に違反して、不正に使用さ

れ又は使用されようとしたとき、当該交通事業者は、割引定期券及び割引購入券（複製等含

む）を無効として回収することができる。 
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第４章 補則 

（施行の細目） 

第１７条 この要綱の施行に関し必要な事項は、所管局長が定める。 

（適用範囲） 

第１８条 この要綱に定めのない事項については、別に定めるところによる。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和２年 10月１日から施行する。 

（関連要綱の廃止） 

１ この要綱の施行に伴い、神戸市敬老優待乗車制度利用申請等に関する要綱（平成２０年８月

８日施行）は廃止する。 

 

附 則 

１ この要綱は、令和５年１月６日から施行する。 

 

附 則 

１ この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 


